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古
代
か
ら
の
夢

共
に
祈
り
、
祝
い
、
楽
し
む
空
間

建
築
の
歴
史
と
は
、
あ
る
面
で
は
構
造
技
術
の
歴
史

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
柱
の
な
い
大
空

間
を
い
か
に
堅
固
に
つ
く
る
か
は
、
古
代
か
ら
人
類
の

夢
で
し
た
。

人
が
共
に
住
み
、
祈
り
、
祝
い
、
楽
し
む
空
間
。
あ

る
い
は
人
と
も
の
の
流
れ
を
さ
ば
き
、
納
め
る
空
間
。

こ
う
し
た
広
が
り
の
あ
る
空
間
の
原
点
は
、
今
か
ら
約

3
0
0
0
年
前
の
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
ト
レ
ウ
ス
の
宝
庫
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
石
を
わ
ず
か
に
ず
ら
し

な
が
ら
、
リ
ン
グ
状
に
積
み
上
げ
て
ド
ー
ム
空
間
が
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。

ロ
ー
マ
時
代
に
な
る
と
、
壮
大
な
建
築
が
出
現
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
ア
ー
チ
技
術
と
新
し
い
建
築
材
料
で
あ

る
ロ
ー
マ
ン
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
登
場
し
た
か
ら
で
す
。

ア
ー
チ
技
術
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
な
ど
で
古
く
か
ら
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
圧
縮
力
に
強
い
石
や
レ
ン
ガ
の

特
性
を
活
か
す
ア
ー
チ
原
理
の
有
効
性
が
発
見
さ
れ
る

と
、
ロ
ー
マ
人
に
よ
っ
て
実
用
面
で
飛
躍
的
な
発
展
を

遂
げ
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
の
ア
ー
チ
技
術
の
特
徴
は
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
形
状
が
半
円
形
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
広
大
な
領
土
の
ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
容
易
に
つ
く

れ
る
よ
う
に
、
製
作
と
施
工
を
単
純
化
・
統
一
化
し
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
ロ
ー
マ
ン
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
現
代
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
異
な
り
、
焼
い
た
石
灰
と
火
山
灰
を
混

ぜ
た
も
の
に
骨
材
を
加
え
た
も
の
で
、
火
山
灰
は
ナ
ポ

リ
近
郊
の
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
火
山
か
ら
運
ば
れ
ま
し
た
。

ロ
ー
マ
ン
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
壁
や
ア
ー
チ
な
ど
に
打

ち
込
む
こ
と
で
、
空
間
の
規
模
と
建
築
の
自
由
度
は
飛

躍
的
に
広
が
り
ま
し
た
。

技
術
と
感
性
が
織
り
な
す

建
築
の
歩
み

建
築
と
は
技
術
を
縦
糸
に
、
感
性
を
横
糸
に
織
り
な

す
布
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
技
術
の
縦
糸
は
こ
れ
ま

で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
た
く
ま
し
く
強
靭
な
も
の

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
木
や
石
、
レ
ン
ガ
と
い
っ
た
古

典
的
な
材
料
か
ら
、
鉄
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
っ

た
近
代
的
な
材
料
へ
の
変
遷
に
よ
っ
て
、
建
築
の
可
能

性
は
一
体
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
歩
み
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◉ 

日
本
大
学
名
誉
教
授  

斎
藤 

公
男
氏 

コロッセオ（西暦80年 ローマ）
周囲527メートル、高さ48.5メートルの巨大な円形闘技場。約5万人が収容でき、客席全部が可動式の膜屋根に覆われていた。
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日本の木造大架構

ド
ー
ム
は
宇
宙
や
神
の
住
ま
う
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

西
欧
で
は
中
世
ま
で
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

最
後
を
飾
っ
た
の
は
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
で
す
。

現
在
の
大
聖
堂
の
基
本
は
お
お
む
ね
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・

ブ
オ
ナ
ロ
ー
テ
ィ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
ド
ー

ム
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
没
後
の
1
5
8
9
年
に
完
成
し

ま
し
た
が
、
1
0
0
年
が
経
過
す
る
と
、
裾
の
広
が
り

か
ら
生
じ
る
縦
の
亀
裂
が
か
な
り
目
立
ち
始
め
ま
し
た
。

1
7
4
3
年
、
崩
壊
を
案
じ
た
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

14
世
は
、
ロ
ー
マ
の
3
人
の
数
学
者
に
調
査
を
依
頼
し

ま
す
。
崩
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
含
め
、
設
計
手
法
に
理

論
的
検
討
が
初
め
て
採
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
調

査
に
基
づ
い
て
5
本
の
鉄
鎖
リ
ン
グ
を
埋
め
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
ド
ー
ム
は
崩
壊
の
危
機
を
逃
れ
ま
し
た
。

長
く
続
い
た
勘
や
経
験
か
ら
科
学
的
手
法
の
時
代
へ
、

鉄
骨
の
出
現
を
間
近
に
控
え
、
時
代
は
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

ミケーネ遺跡 アトレウスの宝庫
（紀元前1250年ころ アルゴスミキネス（ギリシャ））

丘の斜面につくられた円形墳墓。真のドームが生まれる前の夜明け前の
ドーム技術。

パンテオン（128年 ローマ）
高さによって材質を使い分け、ドームの軽量化を図ることで、直径
43.2メートルの大空間を実現した。

サンタ・マリア・デル・フィオーレ大聖堂
（1436年 フィレンツェ）

ドームの直径はパンテオンと同規模だが、高さは100メートルを超す。
古代ローマのドーム構造とゴシックの構築法が融合したルネサンス建築。

サン・ピエトロ大聖堂（1626年 バチカン）
祭壇手前の礼拝のための空間は長さ186メートル。1589年ドーム完成後、
壮麗なファサード（正面部分）を構築し、1626年に大聖堂の献堂式（神に
ささげる儀式）が行われた。

鉄
の
大
量
生
産
が
始
ま
る
産
業

革
命
以
前
の
西
欧
で
は
、
石
や
レ

ン
ガ
を
積
み
上
げ
て
壁
面
を
つ
く

り
、
壁
に
よ
っ
て
屋
根
や
天
井
を

支
え
る
組
積
構
造
が
主
流
で
し
た
。

一
方
、
日
本
で
は
鎌
倉
時
代
か
ら
、

柱
と
梁
で
床
や
天
井
を
支
え
る
架

構
構
造
が
意
図
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

木
を
知
り
尽
く
し
た
棟
梁
の
知
恵

と
匠
の
技
が
、
近
代
建
築
と
同
じ

空
間
構
造
を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。

清水寺（1633年再建 京都）
奈良時代に創建されたあと、何度も焼失し、現在の舞台
は1633年に再建された。柱と梁がくさびによって剛接化
され大架構を形成。釘を1本も使わず、139本の柱と縦
横に走る貫だけで支えられ、崖に大空間を張り出している。

白川郷合掌造り家屋（江戸時代中期から昭和初期 岐阜）
三角形や台形の骨組みを積んでせり合わせ、荷重を支え
る迫持(せりも)ちトラスの原理が、合掌造りなどの民家
の小屋組みに使われている。

©斎藤公男 ©斎藤公男

©斎藤公男

©斎藤公男

©Photononstop/アフロ
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※1　トラス架構　三角形の集合体で構成する構造形式。
※2　カーテンウォール　建物の自重と荷重を柱や梁、床、屋根で支え、直接負担しない壁。

革
新
技
術
が
生
ん
だ
奇
跡

イ
タ
リ
ア
の
ル
ネ
サ
ン
ス
を
代
表
す
る
レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
は
、
芸
術
・
科
学
・
工
学
・
技
術
の

発
達
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
そ
の
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の

没
後
、
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
が
精
魂
を
傾
け
た
労

作
、『
新
科
学
対
話
』が
1
6
3
8
年
に
出
版
さ
れ
ま

す
。
材
料
力
学
の
分
野
に
お
け
る
最
初
の
刊
行
物
で

あ
り
、
建
築
に
お
け
る
科
学
が
一
気
に
浸
透
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
工
学
に
つ
い
て
は
、
石
や
木
に
代
わ
り
、

鉄
と
そ
の
構
法
・
工
法
が
18
世
紀
後
半
の
産
業
革
命

か
ら
現
れ
、
ア
イ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
や
ク
リ
ス
タ
ル
パ

レ
ス
と
い
っ
た
技
術
的
な
挑
戦
か
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

職
能
が
確
立
さ
れ
始
め
ま
す
。

鉄
と
ガ
ラ
ス
で
つ
く
ら
れ
た
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス

は
1
8
5
1
年
、
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
の
会
場
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
延
べ
8
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
巨

大
な
建
物
の
工
期
は
わ
ず
か
6
カ
月
。
徹
底
し
た
部

材
の
規
格
化
と
巧
妙
な
デ
ィ
テ
ー
ル
に
加
え
、
ト
ラ

ス
架
構（
※
1
）、
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル（
※
2
）、
室
内
環

境
の
制
御
と
い
っ
た
総
合
的
な
技
術
が
駆
使
さ
れ
ま

し
た
。
今
日
の
プ
レ
・
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
始

ま
り
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
1
0
0
周
年
を
記
念
し
た

1
8
8
9
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
、
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
設
計
者
の
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・

エ
ッ
フ
ェ
ル
は
、
風
に
対
す
る
備
え
に
敏
感
で
し
た
。

1
8
7
9
年
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
テ
イ
湾
で
、
強

風
に
よ
っ
て
列
車
も
ろ
と
も
橋
が
崩
壊
し
ま
し
た
。

こ
の
事
故
を
受
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
中
部
に
架
け
ら
れ

た
ギ
ャ
ラ
ビ
高
架
橋
で
は
、
風
荷
重
に
対
す
る
洞
察

か
ら
構
造
形
状
、
部
材
、
施
工
を
綿
密
に
結
び
つ
け

鉄
の
世
紀
へ

パームハウス（1847年 ロンドン）
鉄とガラスの建築における最高傑作の一つ。クリス
タルパレスで実現された技術と空間を色濃くとどめ
ている植物園の温室。

クリスタルパレス（1851年 ロンドン）
移設後1936年焼失。絵の中にハイドパークに現存
する鉄の門が描かれている。門扉には世界初の鉄橋
アイアンブリッジが架けられた産業革命発祥の地名
が刻印されている。

エッフェル塔（1889年 パリ）
パリの貴婦人と呼ばれる重量感あふれる鉄の塔。合理的な
構造体が装飾的なデザインをまとうことで魅力を増した。

©斎藤公男

©斎藤公男

©アフロ



9 季刊 新日鉄住金　Vol.12

る
設
計
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
ア
イ

デ
ア
の
源
泉
は
ギ
ャ
ラ
ビ
高
架
橋
に
始
ま
る
。
そ
し

て
最
終
的
に
は
、
4
本
の
脚
を
さ
ら
に
広
げ
、
相
互

に
自
立
す
る
よ
う
な
新
し
い
塔
の
シ
ス
テ
ム
に
到
達

し
た
」と
エ
ッ
フ
ェ
ル
は
語
っ
て
い
ま
す
。

鉄
と
ガ
ラ
ス
に
並
ん
で
近
代
建
築
に
欠
か
せ
な
い

最
も
重
要
な
材
料
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
も
の
は
近
代
の
産
物
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
人
工
的
な
セ
メ
ン
ト
が
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
を

鉄
筋
と
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
鉄
や
ガ
ラ
ス
よ
り
半
世
紀
ほ
ど
あ
と
の
19
世
紀

末
の
こ
と
で
し
た
。
20
世
紀
に
入
る
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
は
一
般
化
さ
れ
、
自
由
で
開
放
的
な
空
間
を
つ
く

り
出
し
ま
し
た
。
日
本
で
も
耐
震
性
や
耐
火
性
に
優

れ
た
材
料
・
構
法
と
し
て
注
目
さ
れ
、
近
代
建
築
の

出
発
点
と
な
り
ま
し
た
。

ドイツの電機メーカーAEGの
タービン工場（1909年 ベルリン）
モダニズム建築の発展に影響を与えたペー
ター・ベーレンスの設計。鉄骨トラス
による無柱の大空間を持ちながら、
外観は神殿を思わせる厳格で力
強い表情を漂わせている。

フランクリン通りの集合住宅
（1903年 パリ）

コンクリートの父と呼ばれるオー
ギュスト・ペレの設計。鉄筋コンク
リート造という新しい技術により芸
術的な表現を追求した。

セント・パンクラス駅（1876年 ロンドン）
外観はネオ・ゴシック調にデザインされ、構内はスパン75メートルという当時世界
最大級の鉄とガラスによる壮大な空間が現れた。

国会議事堂（1936年 東京）
鉄骨に八幡製鉄所の鋼材が使われ、外壁や大理石なども
国産材でつくられた。

三井本館（1929年 東京）
関東大震災の2倍の地震でも壊れないことを設計方針と
した鉄骨鉄筋コンクリート造。官営八幡製鉄所の鋼材が
建物上階に使われた。

©三井不動産（株）

東京駅丸の内駅舎（1914年 東京）
長さ335メートル・高さ46メートルの鉄骨レンガ造に
よる巨大な駅舎。日本近代建築の父・辰野金吾の設計。
2012年創建当時の姿に復元された。

©鹿島建設（株）

三菱一号館（1894年 東京）
日本近代建築の礎を築いた建築家ジョサイア・コンドル
が設計した丸の内初のオフィスビル。2009年に復元され、
2010年春に美術館としてよみがえった。

©三菱地所（株）

©参議院

日本の近代建築

©斎藤公男

©斎藤公男

©斎藤公男
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未
来
へ
の
飛
翔

高
さ
と
安
全
性
へ
の
挑
戦
、

そ
し
て
憩
い
の
空
間
へ

ア
メ
リ
カ
で
は
南
北
戦
争
が
終
わ
っ
た
19
世
紀
後
半
、

人
口
が
大
都
市
に
集
中
し
、
高
層
ビ
ル
の
建
設
が
シ
カ

ゴ
で
始
ま
り
ま
し
た
。
高
層
ビ
ル
の
波
は
、や
が
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
も
押
し
寄
せ
、
1
9
3
0
年
代
に
な
る
と
エ

ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル
に
代
表
さ
れ
る
摩
天
楼

群
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
埋
め
尽
く
し
始
め
ま
し
た
。

超
高
層
ビ
ル
は
風
に
対
す
る
剛
性
の
確
保
と
い
う
課

題
に
直
面
し
、
エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル
以
降

長
ら
く
60
階
建
て
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

一
挙
に
倍
近
い
高
さ
に
ま
で
可
能
に
さ
せ
た
技
術
革
新
が

チ
ュ
ー
ブ
構
造
で
す
。
建
物
の
外
枠
に
鉄
の
柱
を
集
め
て

筒
状
の
外
殻
構
造
体
を
つ
く
り
、
全
体
を
支
え
る
構
造
で
、

風
や
地
震
の
揺
れ
か
ら
ビ
ル
を
守
り
、
大
き
な
梁
を
設

け
ず
に
自
由
な
空
間
を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。
こ
の
新

し
い
技
術
が
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
コ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

可
能
に
し
ま
し
た
。

同
じ
こ
ろ
日
本
で
は
、
建
築
基
準
法
の
高
さ
制
限
が

緩
和
さ
れ
、
霞
が
関
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
従
来
の
堅
固
な
ハ
コ
の
剛
構
造
で
は
、
建
物
を
高

く
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
柱
の
強
度
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
地
震
時
の
柱
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
15
階
建

て
程
度
が
限
度
で
し
た
。
そ
の
た
め
関
東
大
震
災
を
耐

え
た
上
野
・
寛
永
寺
の
五
重
塔
の
よ
う
に
、
柱
と
梁
を

複
雑
に
組
み
合
わ
せ
、
地
震
の
破
壊
力
を
分
散
さ
せ
て
、

柳
の
よ
う
に
地
震
を
受
け
流
す
柔
構
造
と
い
う
考
え
方

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
柔
構
造
の
実
現
に
は
H
形
鋼
と
い

う
新
た
な
鋼
材
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
日
本
で
も
超
高
層

時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。
地
震
国
で
あ
る
日
本
に
お
け

ニューヨークの摩天楼　ニューヨークの超高層ビルの歴史は、1890年完成のニューヨーク・ワールド・ビルから始まり、摩天楼と呼ばれる景観が生まれた。

霞が関ビルディング（1968年 東京）
36階建て・高さ147メートルの日本初の超高層ビル。
戦後日本の経済成長を象徴する金字塔であった。

東京都第一庁舎（1990年 東京）
48階建て・高さ243メートル。パリのノートルダム
大聖堂のような華麗な双塔の内部に、100メートル
超の無柱空間が広がっている。

©三井不動産（株）©斎藤公男 ©斎藤公男

ジョン・ハンコック・センター（1968年 シカゴ）
100階建て・高さ344メートル。建物を支える構造
体を隠さず、縦横やX字型の分厚い鉄のフレームが
むき出しになった独特なデザイン。
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る
高
さ
と
安
全
性
へ
の
挑
戦
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
イ

メ
ー
ジ
の
世
界
を
進
化
さ
せ
、
豊
か
な
空
間
を
つ
く
り

出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
超
高
層
ビ
ル
は
、
足
元
に
広
が

る
街
を
つ
ど
い
の
空
間
に
変
え
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
の
機
能
も
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
か
に
美
し
く
、合
理
的
に
大
き
な
空
間
を
つ
く
る
か
。

人
類
は
そ
の
理
想
を
追
い
求
め
て
き
ま
し
た
。
屋
根
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
光
や
熱
や
風
を
も
っ
と
制

御
で
き
た
ら
、
建
築
の
可
能
性
は
さ
ら
に
大
き
く
広
が

り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
い
ろ
い
ろ
な
材
料
や
構
造
を
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
発
想
が
重
要
で
あ
り
、

鉄
は
そ
の
主
役
で
あ
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。（
談
）

◉ 

斎
藤 

公
男（
さ
い
と
う
・
ま
さ
お
）

1
9
3
8
年
群
馬
県
生
ま
れ
。
63
年
日
本
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
建
築
学
専
攻
修
了
、
91
年
同
大
学
理
工
学
部
建
築
学
教
授
、

2
0
0
7
年
日
本
建
築
学
会
会
長
、
08
年
日
本
大
学
名
誉
教
授
。
著
書

に『
新
し
い
建
築
の
み
か
た
』（
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
）、『
空
間
構
造
物
語
』

（
彰
国
社
）な
ど
。

イメージと
テクノロジーの融合

国立代々木競技場（1964年 東京）
建築家の丹下健三と構造家の坪井善勝のバランスのとれた協業関
係によって、イメージとテクノロジーの融合が高いレベルで実現した。

ミュンヘン・オリンピック競技場（1972年 ミュンヘン）
自由な形態の屋根をつくるため、開発可能なテクノロジーがまず
設定され、それを建築家の豊かな感性によってデザインにつなげた。

シドニー・オペラハウス（1973年 シドニー）
大胆な空間構造と美しいシルエットのイメージに、技術的な裏付
けや実現性に対する疑問が投げかけられたが、テクノロジーが見
事にサポートした。

©斎藤公男

建
築
に
お
け
る
創
造
的
プ
ロ
セ
ス
と
は
、

イ
メ
ー
ジ
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
高
い
レ
ベ
ル

で
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
イ
メ
ー

ジ
と
は「
つ
く
る
べ
き
も
の
は
何
か
」で
あ
り
、

機
能
・
空
間
・
造
形
と
い
っ
た
設
計
者
の
自

由
な
発
想
だ
け
で
な
く
、
規
模
・
工
期
・
コ

ス
ト
と
い
っ
た
計
画
条
件
も
含
ま
れ
ま
す
。
一

方
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
は「
ど
う
つ
く
る
か
を

考
え
る
科
学
・
工
学
・
技
術
」を
意
味
し
て
い

ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
を
展
開
す
る
ア
ー
キ
テ
ク

ト（
建
築
家
）と
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
支
え
る

エ
ン
ジ
ニ
ア（
技
術
者
）の
協
働
に
よ
っ
て
、
時

代
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
も
い
う
べ
き
建
築

が
生
み
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ブルジュ・ハリファ（2010年 ドバイ）
160階建て・高さ828メートルで2015年現在世界一の高層ビル。
中東固有のデザインをモチーフに3軸の平面形状から、らせん状に
積層している。

©斎藤公男

©斎藤公男

©SIME/アフロ
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